
 
 

 

令和４年度事業報告書 

 

１ 会務関係 

年 月 日 内       容 備   考 

４．４．２２ 令和３年度事業監事監査 職業能力開発協会 

５．１１～ 

  ５．１３ 

都道府県職業能力開発協会技能検定課長会議及び

都道府県技能検定実技試験水準調整会議（前期） 

Ｗ ｅ ｂ 会 議 

（中央協会主催） 

５．２４ 令和４年度第１回理事会及び総会 ホテル熊本テルサ 

６．２４ 中央職業能力開発協会理事会及び総会 東 京 都 

９．１５ 
九州ブロック職業能力開発協会連絡会議     

（専務理事・総務担当者会議） 
くまもと県民交流館パレア 

１０．２８ 令和４年度第２回理事会 メルパルク熊本  

１１．１０ 

１１．１１ 

都道府県職業能力開発協会技能検定課長会議及び

都道府県技能検定実技試験水準調整会議（後期） 

Ｗ ｅ ｂ 会 議 

（中央協会主催） 

５．２．１３ 
中央職業能力開発協会主催九州ブロック 

専務理事事務局長会議 

Ｗ ｅ ｂ 会 議 

（中央協会主催） 

２．１６ 
九州ブロック職業能力開発協会連絡会議 

（訓練担当者、技能検定担当者会議） 
鹿 児 島 県 

２．２４ 熊本県労働雇用創生課指導監査 職業能力開発協会 

３．２４ 令和４年度第３回理事会 メルパルク熊本  

※Ｗｅｂ会議（インターネットを介したオンライン会議） 



２ 業務関係 

事  項 実   施   状   況 

 

(Ⅰ)総 務 

広報 

 

 

 

 

(Ⅱ)技能検定 

試験の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ メルマガによる会員向けの情報提供 

２ ホームページによる最新の協会行事等の広報 

３ 技能検定試験等を市町村、各組合及び団体等の広報誌に登載を依頼 

 

 

 

１ 定期技能検定 

（１）日程 

項目／期別 前  期 後  期 

実 施 公 示 令和４年３月２２日 令和４年９月２日 

実施職種数 ３５職種５５作業 ３６職種３５作業 

受 付 ４月４日～４月１５日 １０月３日～１０月１４日 

実
技
試
験 

水準調整

会議 
６月２日 １２月１日 

問題公示 ５月３１日 １１月２８日 

実 施 

令和４年６月７日～ 

令和４年９月１１日まで 

(３５会場、１５７延日数） 

令和４年１２月５日～ 

令和５年２月１２日まで 

（２７会場、８７延日数） 

学 科 試 験 

令和４年７月１０日、 

８月２１日、８月２８日、 

９月４日 

（２会場、４延日数） 

令和５年１月２２日、 

１月２９日、２月５日、 

（３会場、３延日数） 

合 格 発 表 
令和４年８月２６日(３級) 

令和４年９月３０日 
令和５年３月１０日 

 

※実施職種数にはＤ申請(実技・学科両方免除者)を除く。 

※実技試験実施会場数及び延日数には試験準備日、採点日を含む。 

※令和４年度前期から、２５歳未満且つ雇用保険被保険者の２級及び３級 

の実技試験受検手数料について、国が９，０００円を助成。 

 

 

 



受検申
請者数

合格
者数

合格率
（％）

受検申
請者数

合格
者数

合格率
（％）

特級 - - - - - - - - -

423 293 189 64.5 360 215 59.7 209 49.4
(464) (329) (206) (62.6) (415) (227) (54.7) (220) (47.4)
314 238 162 68.1 268 153 57.1 148 47.1

(364) (298) (207) (69.5) (329) (185) (56.2) (165) (45.3)
516 455 389 85.5 478 382 79.9 377 73.1

(794) (736) (624) (84.8) (767) (587) (76.5) (554) (69.8)
27 25 21 84.0 19 10 52.6 15 55.6

(39) (37) (20) (54.1) (38) (27) (71.1) (20) (51.3)
1280 1011 761 75.3 1125 760 67.6 749 58.5

(1661) (1400) (1057) (75.5) (1549) (1026) (66.2) (959) (57.7)
37 35 13 37.1 14 9 64.3 13 35.1

(35) (33) (4) (12.1) (9) (7) (77.8) (6) (17.1)
273 164 118 72.0 250 129 51.6 140 51.3

(272) (193) (133) (68.9) (234) (112) (47.9) (116) (42.6)
250 185 135 73.0 226 128 56.6 135 54.0

(237) (193) (150) (77.7) (215) (106) (49.3) (108) (45.6)
613 571 506 88.6 540 413 76.5 400 65.3

(740) (660) (569) (86.2) (714) (514) (72.0) (481) (65.0)
1 0 0 0 1 1 100 1 100

(17) (16) (15) (93.8) (16) (10) (62.5) (11) (64.7)
1174 955 772 80.8 1031 680 66.0 689 58.7

(1301) (1095) (871) (79.5) (1188) (749) (63.0) (722) (55.5)
37 35 13 37.1 14 9 64.3 13 35.1

(35) (33) (4) (12.1) (9) (7) (77.8) (6) (17.1)
696 457 307 67.2 610 344 56.4 349 50.1

(736) (522) (339) (64.9) (649) (339) (52.2) (336) (45.7)
564 423 297 70.2 494 281 56.9 283 50.2

(601) (491) (357) (72.7) (544) (291) (53.5) (273) (45.4)
1129 1026 895 87.2 1018 795 78.1 777 68.8

(1534) (1396) (1193) (85.5) (1481) (1101) (74.3) (1035) (67.5)
28 25 21 84.0 20 11 55.0 16 57.1

(56) (53) (35) (66.0) (54) (37) (68.5) (31) (55.4)
2454 1966 1533 78.0 2156 1440 66.8 1438 58.6

(2962) (2495) (1928) (77.3) (2737) (1775) (64.9) (1681) (56.8)
注）技能五輪単独１７名を除く　(前期５名、後期１２名）

実　　施　　状　　況

（２）令和４年度 技能検定(定期)試験実施結果

級別
受検申
請者数

学科 実技
技能検
定合格
者数

合格率
（％）

特級

前
期

後
期

年
計

( )は令和3年度

一級

二級

三級

単一
等級

合計

特級

一級

二級

三級

単一
等級

合計

一級

二級

三級

単一
等級

合計



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 随時級（外国人技能実習生）技能検定 

（１）基礎級（３８職種４５作業） ※令和３年度は２９職種３６作業 

実施職種は、さく井（パーカッション式さく井工事作業、ロータリ

ー式さく井工事作業）鋳造、機械加工（普通旋盤、数値制御旋盤、フ

ライス盤、マシニングセンタ）、金属プレス加工、鉄工、建築板金、

工場板金、めっき、アルミニウム陽極酸化処理、仕上げ、機械検査、

ダイカスト、電子機器組立て、電気機器組立て、プリント配線板製

造、ニット製品製造、婦人子供服製造、家具製作、紙器・段ボール箱

製造、プラスチック成形、石材施工、パン製造、ハム・ソーセージ・

ベーコン製造、水産練り製品製造、建築大工、とび、左官、タイル張

り、配管（建築配管、プラント配管）、型枠施工、鉄筋施工、コンク

リート圧送施工、防水施工、内装仕上げ施工、熱絶縁施工、サッシ施

工、塗装（建築塗装、金属塗装、噴霧塗装）及び工業包装 

 

項 目 全  期 

申請者数 ６７８（３２６）※再試験を含む 

試験場数 ２０９ （９７）※延べ数 

試験日数 ２０９ （９７）※延べ数 

（  ）内は令和３年度 

 

（２）随時３級（３７職種４４作業） ※令和３年度は３８職種４６作業 

実施職種は、鋳造、機械加工（普通旋盤、数値制御旋盤、フライス

盤、マシニングセンタ）、金属プレス加工、鉄工、建築板金、工場板

金、めっき、仕上げ、機械検査、電子機器組立て、電気機器組立て、

プリント配線板製造、染色、ニット製品製造、婦人子供服製造、布は

く縫製、家具製作、印刷、プラスチック成形（射出成形、インフレー

ション成形）、強化プラスチック成形、パン製造、ﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ･ﾍﾞｰｺﾝ

製造、建築大工、かわらぶき、とび、左官、タイル張り、配管、型枠

施工、鉄筋施工、コンクリート圧送施工、防水施工、内装仕上げ施工

（カーペット系床仕上げ工事作業、ボード仕上げ工事作業）、熱絶縁

施工、サッシ施工、塗装（建築塗装、金属塗装、噴霧塗装）及び工業

包装 

 

項 目 全  期 

申請者数 ６１８（１，０３３）※再試験を含む 

試験場数 １９０  （３１１）※延べ数 

試験日数 １９０  （３１１）※延べ数 

（  ）内は令和３年度 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）随時２級（２３職種２４作業） ※令和３年度は１１職種１１作業 

    実施職種は、さく井、鋳造、鍛造、金属プレス加工、鉄工、工場板

金、機械検査、電子機器組立て、電気機器組立て、冷凍空気調和機器

施工、婦人子供服製造、寝具製作、家具製作、印刷、プラスチック成

形、建築大工、とび、配管、鉄筋施工、防水施工、表装、塗装（建築

塗装、噴霧塗装）及び工業包装 

 

項 目 全  期 

申請者数 １８５（８９）※再試験を含む 

試験場数 ６０（２９）※延べ数  

試験日数 ６０（２９）※延べ数 

（ ）内は令和３年度 

 

※ 平成２９年１１月から実習３年目に随時３級の実技試験を受検す 

ることが必須となり、実技試験に合格すれば実習期間がさらに 

２年延長されることになった。（学科試験の受検は任意。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



申請者 合格者 合格率 申請者
実技
合格者

合格率 申請者
実技
合格者

合格率

（人） （人） （％） （人） （人） （％） （人） （人） （％） （人） （％）

526 505 96.0 - - - - - - 526 -

499 479 96.0 - - - - - - 499 ▲ 5.1 

378 367 97.1 - - - - - - 378 ▲ 24.2 

306 289 94.4 - - - - - - 306 ▲ 19.0 

293 276 94.2 - - - - - - 293 ▲ 4.2 

328 306 93.3 - - - - - - 328 11.9

324 302 93.2 - - - - - - 324 ▲ 1.2 

276 261 94.6 - - - - - - 276 ▲ 14.8 

407 382 93.9 - - - - - - 407 46.4

384 336 87.5 7 3 42.9 - - - 391 ▲ 3.9 

701 574 81.9 177
140
(47)

79.1 - - - 878 124.6

1,066 882 82.7 373
275
(88)

73.7 - - - 1,439 63.9

1,292 1,078 83.4 709
582

(151)
82.1 6

5
(0)

83.3 2,007 39.5

971 813 83.7 935
754

(152)
80.6 140

49
(2)

35.0 2,046 1.9

326 254 77.9 1,033
851

(235)
85.1 89

48
(3)

55.2 1,448 ▲ 29.2 

678 564 83.2 618
525

(163)
86.3 185

75
(3)

42.1 1,481 2.2

注２）申請者数には、申請後受検を辞退した者を含む。

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度

注１）（　）内は学科、実技の両方を合格した人数

令和４年度

実　　施　　状　　況

平成２４年度

基礎級 随時３級

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

 （４）随時級（外国人技能実習生）技能検定受検者数推移（年度別）

随時２級
申請
者数
総合計

対前
年比



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技試験水準

調整会議の開

催 

 

 

 

 

技能検定に関

する広報の実

施 

 

技能検定委員

の委嘱 

 

表彰 

 

 

 

 

３ 技能検定合格者累計 

 

（１）定期試験 

       級別 

年度区分 
1級 ２級 

単一 

等級 
特級 ３級 計 

令和３年度まで 23,873 24,517 851 196 11,714 61,151 

令和４年度分 349 283 16 13 777 1,438 

令和４年度まで 24,222 24,800 867 209 12,491 62,589 

 

（２）随時級試験（外国人技能実習生） 

       級別 

 

年度区分 

基礎級 

(旧基礎 1、2 級) 
随時３級 随時２級 計 

令和３年度まで ９，６４４ ６７６ ５ １０，３２５ 

令和４年度分 ５６４ １６３ ３ ７３０ 

令和４年度まで １０，２０８ ８３９ ８ １１，０５５ 

※基礎級は平成５年度から実施。 

随時３級は平成２８年度から、随時２級は令和元年度から実施。 

※基礎級、随時３級及び随時２級は、実技・学科両方合格者。 

（実技のみ合格者は含まない。） 

 

厚生労働省及び中央職業能力開発協会が召集する技能検定担当課長会議及

び技能検定実技試験水準調整会議については、新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点からＷｅｂ方式により全国会議が開催された。 

 なお、当協会においては、令和３年度の技能検定実技試験水準調整会議

を、前期は６月２日、後期は１２月１日に新型コロナウイルスの感染防止対

策を講じた上で開催した。 

 

 

県知事の技能検定実施公示に伴い受検案内書、ポスター、チラシを作成し、

市町村、会員、事業所、団体、関係機関等への配布及び新聞掲載、ホームペ

ージ等により周知徹底を図った。 

 

 

 令和４年度技能検定委員の委嘱 

  ・前期 １８３名（延 ２２９名） ・後期 １５１名（延 １８２名） 

 

１ 熊本県職業能力開発協会長感謝状の贈呈 

   技能検定委員の永年勤続者に対し感謝状を贈呈した。 

   ・１０年勤続 １３名  ・５年勤続 １９名 

 



 

 

 

フォローアッ

プ講習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中央職業能力開発協会長表彰 

   技能検定の功績により表彰状が授与された。 個人３名 

 

技能検定集中強化プロジェクト（フォローアップ講習）の実施 

 

   実施職種  かわらぶき 

（瓦屋根標準設計・施工ガイドラインの施工 

  及び仕様書記録書の書き方や写真撮影の講習） 

   受講者数  ９名 

   実施日時  令和４年９月３０日（金） 

   実施場所  熊本市技術専門学院 

   講  師  末吉 真也 氏（一級技能士） 

 

実施職種  和裁 

（着物着用の帯で作るトートバッグ） 

   受講者数  ６名 

   実施日時  令和４年１１月２０日（日） 

   実施場所  (資)渡部和裁技能研究所 

   講  師  竹本 惠子 氏（現代の名工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(Ⅲ)開発振興 

 

認定職業能力

開発校に対す

る指導援助の

実施 

 

 

認定職業能力

開発校の研修

の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練関係表彰 

 

 

 

職業訓練実施

助成 

 

講習会、研修

会の実施 

 

 

 

 

 

 

 

認定訓練の普及 

  認定訓練の普及推進と訓練生の確保を図るため、各校専用の入校案内  

と一般用入校案内を作成し、当協会のホームページ上に掲載するととも  

に、各認定施設からダウンロードして活用できるようにしている。 

 

 

九州ブロック認定職業能力開発校長会議への出席 

 

期  日  令和４年１１月１５日（火）１４：００～１７：００ 

   場  所  大分市（アートホテル大分） 

   参加人数  ５１人 

   内  容   

   （１）特別講話 

       演題 「技能五輪・技能グランプリ全国大会への選手育成と 

技能士の育成」  

       講師  株式会社野田麗花園 

            副社長  野田 淳一 氏 

   （２）事例発表 

       講師  三信産業株式会社 

            執行役員 柴田 紳也 氏  

                     ・他ブロック認定職業訓練校の視察報告と大分県の 

実情について発表 

   （３）各認定校の抱える課題について意見交換 

 

熊本県職業能力開発促進大会での表彰 

  中央職業能力開発協会長表彰  功労者   １名 

  熊本県職業能力開発協会長表彰 優秀訓練生 ４校１３名 

 

熊本県建設業協会との連携による建設関係訓練校への助成 

 

 

（１）職業訓練指導員講習（４８時間講習）の実施 

    実施期日  令和４年７月１２日～１４日及び 

          令和４年７月１９日～２１日（８時間×６日間） 

    場  所  熊本県立技術短期大学校（在職者セミナー棟） 

    修了者数  ２０名（受講申込者数 ２４名） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

職業能力開発

促進大会の実

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国技能競技

大会関係 

 

 

 

 

 

 

（２）ＴＷＩ監督者訓練（認定訓練）の実施 ※協会自主事業 

実施期日  令和４年６月２９日､３０日及び 7月１日､４日､５日 

（２時間×５日間） 

     場  所  横場工業株式会社（八代市） 

     修了者数  ７名（受講申込者数 ８名） 

 

 

 令和４年度熊本県職業能力開発促進大会の開催 

  職業能力開発の重要性を啓発し、技能尊重気運の醸成を図るため、熊本 

県、熊本県職業能力開発協会、（一社）熊本県技能士会連合会の三者主催 

で熊本県職業能力開発促進大会を開催した。 

 

期  日  令和４年１１月１８日（金）１３：３０～１５：３０ 

   場  所  熊本県庁 地下大会議室 

   参加人数  １１３人 

   内  容 

   （１）講話 

       演題  「第３０回技能グランプリとそれまでの道」 

       講師  有限会社 丸宗瓦 

           代表取締役 末吉 真也 氏 

   （２）表彰式 

      ・熊本県知事表彰 

      ・熊本県職業能力開発協会長表彰 

      ・(一社)熊本県技能士会連合会長表彰 

 

 

１ 第６０回技能五輪全国大会 

 

（１）熊本県地方予選会 

   区別 

期 
職  種 参加者数 職  種 参加者数 

前 期 
家 具 製 作  １ 建 具 製 作 １ 

左     官 ４ フラワー装飾 １ 

後 期 冷凍空調調和機器施工   １ 配    管 １８ 

◎予選会参加者数 ６職種２６名（前期 ４職種７名、後期 ２職種１９名） 

※併願を含む 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域における

技能振興 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）参加支援等 

    千葉県の幕張メッセを中心に１１月４日から１１月７日にかけて開 

催され、７職種（配管､左官､家具､建具､フラワー装飾､洋裁､造園）に 

参加した選手（８名）に対し、練習材料代等の支援を行った。 

成績は次のとおりであった。 

入 賞 競 技 職 種 氏 名 所 属 

敢闘賞 洋 裁 川崎 碧 和洋学園専門学校 

 

 

２ 第１７回若年者ものづくり競技大会 

   広島県において７月２７日及び２８日にかけて開催され、６職種（機

械製図 CAD、旋盤、電気工事、建築大工、自動車整備、造園）参加した

選手（７名）の参加申込手続き等の支援を行った。 

  成績は次のとおりであった。 

入 賞 競 技 職 種 氏 名 所 属 

銀 賞 旋  盤 川口 大樹 
熊本県立技術短期大学校 

（精密機械技術科） 

銀 賞 造  園 加藤 舜貴 
熊本県立翔陽高等学校 

（総合学科） 

敢闘賞 建築大工 松田 直人 
熊本県立球磨工業高等学校 

（伝統建築専攻科） 

 

 

技能フェアへの支援 

  一般社団法人熊本県技能士会連合会が主体となって開催される県内各地  

における技能フェアに支援し参画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(Ⅳ)他の試験 

 

コンピュータ

サービス技能

評価試験 

(中央協会との

共催事業／協

会自主事業) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般募集試験及び認定施設試験の結果は次のとおりであった。 

（１）令和４年度一般募集試験実施状況（前期７月、後期１２月） 

[ワープロ部門] 

区 分 申請者数 合格者数 合格率（％） 

１ 級 0 0 0.0 

２ 級 2 0 0.0 

３ 級 5 5 100.0 

計 7 

(16) 

5 

(10) 

71.4 

(62.5) 

（ ）内は令和３年度、以下同じ 

[表計算部門] 

区 分 申請者数 合格者数 合格率（％） 

１ 級 0 0 0.0 

２ 級 4 2 50.0 

３ 級 6 3 50.0 

計 10 

(17) 

5 

(9) 

50.0 

(52.9) 

 

[情報セキュリティ部門] ※一般募集試験のみ実施 

区 分 申請者数 合格者数 合格率（％） 

単一等級 0 0 ― 

計 0 0 ― 

 

 （２）令和４年度認定校実施状況（令和４年５月６日～令和５年３月３１日） 

[ワープロ部門] 

区 分 申請者数 合格者数 合格率（％） 

１ 級 5 5 100.0 

２ 級 354 196 55.4 

３ 級 700 509 72.7 

計 1,059 

(1,176) 

710 

(809) 

67.0 

(68.8) 

 

[表計算部門] 

区 分 申請者数 合格者数 合格率（％） 

１ 級 10 4 40.0 

２ 級 358 223 62.3 

３ 級 1,139 696 61.1 

計 1,507 

(1,684) 

923 

(964) 

61.2 

(57.2) 

申請者総数 ２，５８３名（一般１７名、認定２，５６６名） 

※前年度 ２，８９４名（一般３４名、認定２，８６０名） 

 



 

ビジネス・キ

ャリア検定試

験 

(厚生労働省が

後援する中央協

会主催事業／協

会自主事業) 

 

 

 

事務系職種に従事される方々の職業能力について、国が定めた職業能力評

価基準に準じ事務系職種を８分野４３試験に区分し、共通の指標による客観

的な能力を評価するため、中央職業能力開発協会主催の試験を実施した。 

 

令和４年度 

期 試験日 会場 級別 申請者数 

前期 １０月３日（日） 
くまもと県民交流館

パレア 

１級 ２ 

２級 ２６ 

３級 ７６ 

計 １０４ 

後期 ２月２０日（日） 崇城大学 

２級 ３２ 

３級 ７９ 

BASIC級 ３ 

計 １１４ 

合    計 
２１８ 

(２２９) 

（ ）内は、令和３年度  

 

前期合格者数  ４７名（１級～１名､２級～１２名､３級～３４名） 

後期合格者数  ５３名（２級～１４名､３級～３８名､BASIC級～１名） 

   総合格者 １００名（前年度～７９名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事  項 実   施   状   況 

Ⅴ）受託業務 

若年技能者人材

育成支援等事業 

（厚生労働省） 

 

地域における技

能振興事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものづくりマイ

スター等の認定・

登録に関する事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技能五輪全国大会の予選会の実施 

 ・４月上旬に関係各所に配布していた参加意向確認のアンケート結果

を取りまとめた。 

・新型コロナウイルスの影響により業務優先とし、参加対応が困難で

あり要望がなかった。 

 

技能五輪全国大会及び若年者ものづくり競技大会への参加支援の実施 

標記の各競技大会において、下記のとおり本県から出場した選手

及びその指導者に対して旅費及び工具運搬費の援助を行った。 

 （１）第 17回若年者ものづくり競技大会（開催地：広島県） 

    ①開催時期：令和 4年 7月 27日～7月 28日 

    ②参 加 者：選手 7名、指導者 7名 

    ③職  種：旋盤、機械製図 CAD、自動車整備、電気工事、建

築大工、造園 

 

 （２）第 60回技能五輪全国大会(開催地：千葉県･幕張メッセ他) 

①開催時期：令和 4年 11月 4日～11月 7日 

②参 加 者：選手 8名、指導者 8名 

    ③職  種：配管、左官、家具、建具、フラワー装飾、洋裁、 

造園 

 

卓越した技能者(現代の名工)の表彰制度の紹介コンテンツ作成支援 

社会一般に技能尊重の気風を浸透させ、若者が技能労働者の道へ

入職することを促進するため、令和４年度の卓越した技能者の表

彰の被表彰 者 150名の技能を紹介するためのコンテンツの作成

支援を行った。 

○取材対象者(令和４年度｢現代の名工｣被表彰者) 

         西岡 勝 氏(半導体チップ製造工)  

ルネサスセミコンダクタマニュファクチュアリング株式会 

社川尻工場 

北川 和喜 氏（和生菓子製造工） 合名会社北川天明堂 

 

ものづくりマイスター等の開拓 

  ものづくりマイスターの不足・不在の職種を勘案し、1級技能士の

所属する企業・業界団体等へ訪問しものづくりマイスターの役割、

本制度の趣旨等を説明する等、候補者の情報収集を行った。 

 

ものづくりﾏｲｽﾀｰの認定・登録 

  申請にあたっては、認定候補者から提出された申請書の受付、確認

を行い、不備のあるものについては、添付書類の追加、修正等の指



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものづくりマイ

スター等の活用

に係る業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

示を行い、取りまとめてセンターに提出した。 

 本年度認定者数 

  ものづくりマイスター認定者数：延べ 3人(実人員 3人) 

（内訳）新規：電子機器組立て職種 １人、電気溶接職種 ２人 

 

ものづくりマイスター等への説明・研修 

（１）ものづくりマイスターに対して、指導技法等講習を以下のとおり 

実施した。 

 ア 「ものづくりマイスターに対する指導技法等講習」 

  ①開 催 日：令和 5年 2月 21日(火) 13時～16時 30分 

②会  場：公益財団法人くまもと産業支援財団会議室 

③対 象 者：新たにものづくりマイスターの認定を受けた者 

④受講者数：2名 

⑤講  師：荒瀬 英幸 

⑥内  容：・指導法について・実技指導の進め方 

・個人情報の保護、セクハラ・パワハラの防止 

 

（２）「ものづくりﾏｲｽﾀｰ職種別事例発表・意見交換会」（中央技能振興 

センター主催）へのものづくりﾏｲｽﾀｰの派遣 

  ①開催日時：（Zoomを利用したオンライン研修会） 

   (1)塗装職種     ：令和 4年 8月 24日（水） 

14時 00分～16時 00分 

(2)電気機器組立て職種：令和 4年 11月 18日（金） 

14時 30分～16時 30分 

  ②参加者：上記(1)に村上茂マイスターが参加した。 

 

（３）「ものづくりﾏｲｽﾀｰに対する指導技法等講習の講師向け講習会」

（中央技能振興ｾﾝﾀｰ主催） 

①開催日時：令和 5年 3月 3日（金）14時 00分～17時 00分 

②会  場：Zoom を利用したオンライン研修会 

③対  象  者：各県技能振興コーナーが開催する指導技法講習を行

う（予定を含む）講師 

④受講者数：該当者なしで参加者なし 

 

ものづくりマイスター派遣のコーディネート 

（１） 技能振興コーナーの窓口において、企業・団体・学校等からの

相談・要請に応じ、技能検定の実技試験や技能競技大会の競技課

題等を活用した技能向上に係る取組方法や訓練施設・設備等に対

する助言等、効果的な指導を行うため、指導内容にマッチしたも

のづくりマイスターを選定し、派遣に係るコーディネートを行っ

た。 

（２） 企業や高校等の要請に応じて、効果的な指導を行なうため、要

請先の担当者と話合い、指導内容、指導レベルに合致したマイス

ターの選定を行った。また、講習後、その都度マイスターからの

活動記録簿を提出させ、的確な指導が行われているかの確認を行

った。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方公共団体、経

済団体との連携

会議の設置・運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業に対しては、ものづくりマイスターの活用促進を図ることを

目的に「技能者の人材育成に関するアンケート調査」及び「ものづく

りマイスター制度」、「ものづくりマイスター活用好事例集」を配布

し、周知に努めた。 

 

ものづくりマイスター等による実技指導 

  中小企業、業界団体、工業高校等からの要請を受けて、ものづくり

マイスター等の派遣による実技指導を下記のとおり実施した。 

 

（１）ものづくりマイスターの実技指導について 

対象者 実施日数 
マイスター 

派遣者数 

延べ受講者数 

(人日) 

中小企業・ 

団体 

129人日 

(138人日) 

141人日 

(164人日) 

588人日 

(765人日) 

高校以上の 

学校 

101人日 

(316人日) 

133人日 

(359人日) 

1,125人日 

(4,093人日) 

不特定多数 
15人日 

(0人日) 

15人日 

(0人日) 

584人日 

(0人日) 

計 
245人日 

(454人日) 

289人日 

(523人日) 

2,297人日  

(4,858人日) 

                  （ ）内は昨年度 

 

（２）熟練技能者等の派遣による実技指導について 

  ①実施件数 20回(4校) 

  ②受講者数 延べ 196人日 

  ③派遣先(4校)北稜高校、菊池農業高校、芦北高校、南稜高校 

  ④指導内容 県内農業高校からの要請により農業科等の生徒を対象

に、熟練技能者を派遣し、技能検定課題等を使用した実技指導を

行った。 

 

地方公共団体や経済団体等と連携会議を設置し、年度当初に、実施計

画書を踏まえた事業実施に当たっての連携・協力の在り方の方針決定、

年度末に当年度の事業実施状況等の報告を行うために開催する。 

  

開催日及び議題 

（１）第１回連携会議 

① 開催日：令和 4年 5月 26日(木)  15時 30分～17時 00分 

   ② 会 場：ホテルメルパルク熊本 2階 立田 

  ③ 出席者：15名 

④ 議 題 

・令和 3年度若年技能者人材育成支援等事業実施状況報告について 

  ・令和 4年度若年技能者人材育成支援等事業推進計画について 

 

（２）第２回連携会議 

  ① 開催日：令和 4年 12月 9日(金)  15時 30分～17時 00分 

   ② 会 場：ホテルメルパルク熊本 3階 杵島 



 

 

 

 

 

全国斉一的な事

業展開 

  ③ 出席者：13名 

  ④ 議 題 

・令和 4年度若年技能者人材育成支援等事業実施状況報告について 

・令和 5年度に向けた改善事項および令和 4年度事業概要について 

 

１ 令和 4年度「若年技能者人材育成支援等事業」に係る全国会議 

  ※WEB会議（Zoom）で実施した。 

ア 日 時：令和 4年 4月 26日（火） 

イ 出席者：厚生労働省、中央技能振興センター、都道府県地域技 

能振興コーナー 

ウ 事務局：中央技能振興センター 

エ 内 容：主に事業説明、留意事項、情報提供など 

 

２ 令和 4年度「九州・沖縄ブロック技能振興コーナー職員会議」 

  ※WEB会議（Zoom）で実施した。 

ア 日 時：令和 4年 10月 12日(水) 

イ 出席者：厚生労働省、中央技能振興センター、東海・北陸ブロ 

ック、九州・沖縄ブロック、関東甲信越ブロックの 15県技能振 

興コーナー 

ウ 事務局：中央技能振興センター  

エ 内 容：1 中央技能振興センター挨拶 

2 厚生労働省挨拶 

3 令和 4年度事業の説明について 

・ものづくりマイスターの認定要件等の見直しについ 

て 

・説明事項に係る質疑応答 

      4 令和 4年度の地域技能振興コーナー事業について

（意見交換等） 

      ・技能振興コーナー出席者紹介 

        ・意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（収入） （単位：円）

一般収入 44,477,000 △ 114,000 44,363,000 44,363,863 863

会 費 3,220,000 △ 97,000 3,123,000 3,123,500 500

会 費 3,220,000 △ 97,000 3,123,000 3,123,500 500

補 助 金 41,257,000 △ 17,000 41,240,000 41,240,363 363

技 能 向 上 対 策 費 補 助 金 40,907,000 0 40,907,000 40,907,000 0

技 能 五 輪 選 手 強 化 育 成 補 助 金 350,000 △ 17,000 333,000 333,363 363

事業収入 75,844,000 △ 2,114,000 73,730,000 73,734,150 4,150

受 検 手 数 料 74,919,000 △ 1,711,000 73,208,000 73,211,250 3,250

実 技 手 数 料 35,376,000 △ 3,133,000 32,243,000 32,243,200 200

学 科 手 数 料 7,052,000 △ 958,000 6,094,000 6,094,600 600

若 者 減 免 補 助 金 2,102,000 △ 635,000 1,467,000 1,467,000 0

外 国 人 技 能 実 習 事 業 収 入 25,613,000 2,907,000 28,520,000 28,520,300 300

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ 一 般 試 験 手 数 料 177,000 △ 100,000 77,000 77,690 690

コンピュータ認定校試 験手 数料 4,200,000 110,000 4,310,000 4,310,880 880

ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ ｷ ｬ ﾘ ｱ 検 定 試 験 事 務 手 数 料 399,000 98,000 497,000 497,580 580

講 習 手 数 料 925,000 △ 403,000 522,000 522,900 900

講 習 手 数 料 925,000 △ 403,000 522,000 522,900 900
寄附金及び
賛 助 金 500,000 0 500,000 500,000 0

寄 附 金 及 び
賛 助 金 500,000 0 500,000 500,000 0

寄 附 金 及 び 賛 助 金 500,000 0 500,000 500,000 0

諸 収 入 379,000 △ 95,000 284,000 284,679 679

雑 収 入 379,000 △ 95,000 284,000 284,679 679

雑 収 入 379,000 △ 95,000 284,000 284,679 679

繰 越 金 1,500,000 65,000 1,565,000 1,565,066 66

繰 越 金 1,500,000 65,000 1,565,000 1,565,066 66

繰 越 金 1,500,000 65,000 1,565,000 1,565,066 66

122,700,000 △ 2,258,000 120,442,000 120,447,758 5,758

収入決算額
（B）

増減
（B-A）

令和４年度収支決算書（一般会計）

款 項 目 当初予算額 補正額
最終予算額

（A）
備考

収入合計



（支出） （単位：円）

管 理 費 42,423,000 △ 731,000 41,692,000 41,213,821 478,179

人 件 費 32,388,000 △ 250,000 32,138,000 31,777,268 360,732

報 酬 750,000 △ 250,000 500,000 497,000 3,000

給 料 15,750,000 0 15,750,000 15,665,280 84,720

諸 手 当 10,500,000 150,000 10,650,000 10,526,300 123,700

福 利 厚 生 費 4,500,000 △ 150,000 4,350,000 4,200,688 149,312

中 退 金 共 済 掛 金 888,000 0 888,000 888,000 0

事 務 費 8,135,000 919,000 9,054,000 8,937,485 116,515

旅 費 450,000 △ 100,000 350,000 349,572 428

交 際 費 500,000 △ 278,000 222,000 222,000 0

一 般 需 用 費 1,000,000 251,000 1,251,000 1,246,295 4,705

役 務 費 1,200,000 870,000 2,070,000 2,060,279 9,721

借 料 及 び 損 料 3,574,000 △ 274,000 3,300,000 3,264,209 35,791

負 担 金 250,000 0 250,000 244,000 6,000

公 租 公 課 1,161,000 △ 150,000 1,011,000 1,002,010 8,990

備 品 購 入 費 0 600,000 600,000 549,120 50,880

会 議 費 900,000 △ 400,000 500,000 499,068 932

会 議 費 900,000 △ 400,000 500,000 499,068 932

繰 入 金 1,000,000 △ 1,000,000 0 0 0

繰 入 金 1,000,000 △ 1,000,000 0 0 0

事 業 費 79,977,000 △ 1,227,000 78,750,000 78,017,273 732,727

開 発 振 興 費 2,390,000 △ 1,090,000 1,300,000 1,259,742 40,258

認 定 訓 練 指 導 援 助 費 100,000 △ 100,000 0 0 0

認 定 訓 練 校 役 職 員 研 修 費 200,000 △ 140,000 60,000 50,926 9,074

職 業 能 力 開 発 促 進 大 会 費 500,000 △ 150,000 350,000 344,689 5,311

職 業 訓 練 実 施 助 成 費 440,000 0 440,000 440,000 0

職 業 訓 練 等 講 習 会 費 650,000 △ 200,000 450,000 424,127 25,873

職 業 能 力 開 発 推 進 者 交 流 プ ラ ザ 費 500,000 △ 500,000 0 0 0

支出決算額
（B）

増減
（A-B）

款 項 目 当初予算額 補正額
最終予算額

（A）
備考



（支出） （単位：円）

技 能 検 定 費 70,387,000 1,413,000 71,800,000 71,354,371 445,629

委 員 ( 補 ） 手 当 8,900,000 △ 670,000 8,230,000 8,222,000 8,000

賃 金 10,900,000 △ 185,000 10,715,000 10,603,262 111,738

旅 費 4,710,000 △ 395,000 4,315,000 4,272,254 42,746

食 糧 費 300,000 △ 90,000 210,000 180,823 29,177

一 般 需 用 費 8,157,000 1,308,000 9,465,000 9,426,592 38,408

試 験 材 料 費 15,400,000 1,690,000 17,090,000 16,978,571 111,429

役 務 費 3,800,000 1,000,000 4,800,000 4,768,105 31,895

借 料 及 び 損 料 7,000,000 △ 2,840,000 4,160,000 4,156,757 3,243

報 償 費 200,000 30,000 230,000 223,960 6,040

保 険 料 600,000 △ 170,000 430,000 427,562 2,438

外 国 人 技 能 実 習 評 価 試 験 費 9,920,000 2,080,000 12,000,000 11,941,176 58,824

技能検定集中プロジェクト実施費 500,000 △ 345,000 155,000 153,309 1,691

技 能 振 興 費 4,500,000 △ 1,250,000 3,250,000 3,206,141 43,859

技 能 振 興 推 進 事 業 費 2,000,000 △ 650,000 1,350,000 1,330,103 19,897

技 能 五 輪 全 国 競 技 大 会 費 2,500,000 △ 600,000 1,900,000 1,876,038 23,962

技能評価試験費 2,400,000 △ 150,000 2,250,000 2,094,855 155,145

コ ン ピ ュ ー タ 試 験 経 費 2,300,000 △ 250,000 2,050,000 2,030,739 19,261

ビ ジ ネ ス キ ャ リ ア 検 定 試 験 費 100,000 100,000 200,000 64,116 135,884

書 籍 購 入 費 300,000 △ 150,000 150,000 102,164 47,836

書 籍 購 入 費 300,000 △ 150,000 150,000 102,164 47,836

予 備 費 300,000 △ 300,000 0 0 0

予 備 費 300,000 △ 300,000 0 0 0

予 備 費 300,000 △ 300,000 0 0 0

122,700,000 △ 2,258,000 120,442,000 119,231,094 1,210,906

増減
（A-B）

備考

支　出　合　計

収入１２０，４４７，７５８円－支出１１９，２３１，０９４円＝１，２１６，６６４円

款 項 目 当初予算額 補正額
最終予算額

（A）
支出決算額

（B）



（収入） （単位：円）

科　　　　目 予算額 決算額 増減 備考

受 託 費
28,512,000 25,957,889 2,554,111

計
28,512,000 25,957,889 2,554,111

（支出） （単位：円）

科　　　　目 予算額 決算額 増減 備考

事 業 費 14,007,790 13,756,486 251,304
①ものづくりマイス
ターの認定・登録 322,728 298,437 24,291
②ものづくりマイス
タ ー の 活 用 10,899,618 11,127,789 △ 228,171
③地域における技
能 振 興 事 業 等 2,386,468 2,023,501 362,967

④連携会議
338,976 292,163 46,813

⑤全国斉一的事業
60,000 3,848 56,152

⑥その他の事業
0 10,748 △ 10,748

⑦事業管理費
0 0 0

管 理 費
11,912,210 9,841,595 2,070,615

①人件費
10,492,010 8,711,627 1,780,383

②一般管理運営費
1,420,200 1,129,968 290,232

消費税
2,592,000 2,359,808 232,192

計

28,512,000 25,957,889 2,554,111

令和４年度受託事業特別会計

収　　支　　決　　算　　書

（若年技能者人材育成支援等事業受託）

２，５５４，１１１　円は　厚生労働省へ返還



摘       要

34,735,055

（流動資産）
31,673,787

普 通 預 金
肥後銀行県庁支店　（普）１０４８８９１ 7,191,396

定 期 預 金
22,018,491

肥後銀行県庁支店　（定）３２１９００８ 12,018,491

熊本銀行本店（定）３４５９４０ 10,000,000

未 収 金
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｰﾋﾞｽ技能評価試験手数料等 2,463,570

立 替 金
中央協会へ振込手数料 330

（固定資産）
3,061,268

備 品
備品４９点 2,698,388

建 物
プレハブ倉庫２ 362,880

18,857,123

（流動負債）
18,857,123

未 払 金
試験材料費、外国人技能評価試験実施費、福利厚生費、税金等 4,983,445

預 り 金
３月分保険料 367,587

仮 受 金
令和５年度前期技能検定受検料、随時級受検料等 3,087,600

退職給与引当金
10,418,491

15,877,932

負 債 の 部

差　引　正　味　財　産

財　　　産　　　目　　　録

熊本県職業能力開発協会

令和５年３月３１日現在（単位：円）

科     目 金         額

資 産 の 部



（ 流 動 資 産 ）
31,673,787

（ 流 動 負 債 ）
18,857,123

普 通 預 金
7,191,396

未 払 金
4,983,445

定期預金 (肥後銀行）
12,018,491

預 り 金
367,587

定 期 預 金

( 熊 本 銀 行 ） 10,000,000
仮 受 金

3,087,600

未 収 金
2,463,570

退 職 給 与 引 当 金
10,418,491

立 替 金
330

（ 固 定 資 産 ）
3,061,268

備 品
2,698,388

建 物
362,880

( 正 味 財 産 )
15,877,932

うち当期剰余金
1,216,664

合 計

34,735,055

合 計

34,735,055

貸　　借　　対　　照　　表

熊本県職業能力開発協会

令和5年3月31日

（単位：円）

資産の部 負債及び資本の部
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